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はじめに 
                          

特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児童生徒の在籍率が増加し、それらの

幼児児童生徒に対する教育の充実が求められている。 

その対応として、特別支援学校（視覚障害）では、様々な観点から取組がなされてい

るところであるが、視覚障害への対応としては、保有する視覚の活用、及び視覚以外の

感覚としての触覚、聴覚等の活用を図ることが重要である。それらの感覚を有効に活用

するためには、十分に活用状況の実態を把握することが重要であり、その指導目標、指

導内容、指導方法を見出すためにも、そうした十分な実態把握が必要である。 

このことは、単一障害の視覚障害幼児児童生徒についてもそうであるが、重複障害幼

児児童生徒にとっても大切である。併せ有する知的障害、肢体不自由等への対応も必要

であるが、視覚障害への対応として、このことが重要であると言える。 

この研究は、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒について、保有する視覚の活用、

視覚以外の感覚としての触覚の活用に視点をおいて、より適切な指導内容、指導方法を

明らかにすることを目的に実施されたものである。 

本研究では、まず、全国の特別支援学校（視覚障害）を対象として、視覚活用や触覚

活用に関する実態把握に焦点を当てた全国調査を実施し、実態把握に関する課題を整理

した。また、個別の指導計画に関して、その指導目標の設定等に関する課題を整理した。

次いで、全国調査の結果を踏まえて、研究協力機関である特別支援学校（視覚障害）の

協力の下、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒について、視覚活用や触覚活用に関す

る実態把握及びそれらの活用、指導目標や指導内容・指導方法の設定に関する指導事例

を収集した。また、特定の活動における視覚活用と触覚活用に関する実態把握を行う際

の観点を整理した。 

なお、研究成果の普及のために研究成果をコンパクトにまとめたリーフレットを作成

した。 

本研究の成果が、視覚障害を伴う重複障害の幼児児童生徒の指導の改善・充実に関わ

る学校や先生方の日々の実践に少しでも役立てば幸甚である。 
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